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（1）

地
方
裁
判
所
に
提
起
さ
れ
た
準
禁
治
産
宣
告
取
消
訴
訟
と
家
庭
裁
判
所
に
対
ず
る
移
送
の
適
否

　
　
　
最
高
裁
昭
和
三
八
年
二
月
一
五
日
第
二
小
法
廷
判
決

　
　
　
（
昭
和
三
五
年
㈲
第
二
九
四
号
損
害
賠
償
等
請
求
事
件
）
民
集
一
七
巻
二
号
二
至
ハ
四
頁

（
破
棄
自
判
）

　
〔
事
実
〕
　
X
（
原
告
・
控
訴
人
・
被
上
告
人
）
は
、
昭
和
二
年
一
〇
月
二
四
日
心
神
耗
弱
で
あ
る
と
の
理
由
で
準
禁
治
産
宣
告
を
う
け
た

が
、
そ
の
後
昭
和
三
二
年
七
月
一
日
、
奈
良
家
庭
裁
判
所
に
準
禁
治
産
宣
告
取
消
し
の
申
立
て
を
し
た
。
し
か
し
、
同
裁
判
所
は
、
X
に
訴
訟

能
力
が
な
い
と
し
て
右
申
立
て
を
却
下
し
た
。
X
は
即
時
抗
告
し
た
が
、
抗
告
期
問
経
過
後
で
あ
る
と
し
て
却
下
さ
れ
た
の
で
、
さ
ら
に
最
高

裁
に
再
抗
告
し
た
が
、
抗
告
権
な
し
と
し
て
却
下
さ
れ
た
。

　
そ
こ
で
、
X
は
、
本
件
に
お
い
て
、
名
誉
を
殿
損
さ
れ
、
準
禁
治
産
者
で
あ
る
に
ょ
り
他
人
に
田
畑
山
林
を
只
で
取
ら
れ
る
等
し
て
著
し
い

不
利
益
を
蒙
り
、
多
額
の
訴
訟
費
用
を
支
払
う
な
ど
、
甚
大
な
経
済
的
損
害
を
蒙
っ
た
と
し
て
、
国
Y
（
被
告
・
被
控
訴
人
・
上
告
人
）
を
相
手

方
と
し
て
、
奈
良
地
方
裁
判
所
に
訴
え
を
提
起
し
、
右
損
害
合
計
金
二
二
万
円
の
支
払
い
を
求
め
、
併
せ
て
、
自
分
は
心
神
耗
弱
で
は
な
い
と

し
て
、
準
禁
治
産
宣
告
の
取
消
し
を
求
め
た
。
第
一
審
で
は
、
こ
の
訴
え
は
、
「
準
禁
治
産
者
が
保
佐
人
の
同
意
な
く
し
て
提
起
し
た
も
の
で
、

訴
訟
能
力
の
欠
如
あ
る
場
合
に
該
る
か
ら
不
適
法
」
で
あ
る
と
し
て
却
下
し
た
。
そ
こ
で
、
X
は
控
訴
し
た
が
、
控
訴
審
で
は
損
害
賠
償
の
請

求
は
主
張
し
な
か
っ
た
。
控
訴
審
は
、
「
準
禁
治
産
宣
告
の
取
消
申
立
事
件
は
、
民
法
第
七
条
第
一
三
条
に
よ
り
本
人
単
独
で
取
消
申
立
を
な
し
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説論

得
べ
く
同
事
件
は
家
事
審
判
法
第
九
条
第
一
項
甲
類
二
の
規
定
に
よ
り
家
庭
裁
判
所
の
専
属
管
轄
に
属
す
る
こ
と
明
ら
か
で
あ
る
か
ら
、
第
一

審
裁
判
所
と
し
て
は
、
民
事
訴
訟
法
第
三
〇
条
の
精
神
に
則
り
、
本
件
に
関
す
る
限
り
こ
れ
を
管
轄
奈
良
家
庭
裁
判
所
に
移
送
す
べ
き
も
の
と

解
す
る
を
至
当
と
す
」
る
と
し
て
、
第
一
審
判
決
を
取
消
し
、
本
件
を
第
一
審
裁
判
所
に
差
戻
す
旨
の
判
決
を
し
た
（
大
阪
高
判
昭
和
三
四
年

二
一
月
一
八
日
下
民
集
一
〇
巻
二
一
号
二
六
五
一
頁
）
。

　
Y
は
上
告
し
て
、
本
来
家
庭
裁
判
所
の
専
属
管
轄
に
属
す
る
家
事
審
判
事
件
が
、
訴
訟
事
件
と
し
て
地
方
裁
判
所
に
提
起
さ
れ
た
場
合
、
民

事
訴
訟
第
三
〇
条
に
よ
っ
て
管
轄
家
庭
裁
判
所
に
移
送
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
見
解
は
、
同
条
の
趣
旨
を
不
当
に
拡
張
解
釈
す
る
も
の
で

あ
る
と
主
張
し
た
。
上
告
審
た
る
最
高
裁
判
所
は
、
Y
の
主
張
を
認
容
し
、
原
判
決
を
破
棄
し
、
X
の
控
訴
を
棄
却
し
た
。

　
〔
判
旨
〕
「
思
う
に
、
民
事
訴
訟
法
三
〇
条
一
項
は
、
単
に
「
裁
判
所
ハ
訴
訟
ノ
全
部
又
ハ
一
部
力
其
ノ
管
轄
二
属
セ
ス
ト
認
ム
ル
ト
キ
ハ
決

定
ヲ
以
テ
之
ヲ
管
轄
裁
判
所
二
移
送
ス
」
と
あ
り
、
訴
訟
事
件
に
つ
い
て
の
移
送
に
関
す
る
規
定
た
る
に
と
ど
ま
り
、
原
則
と
し
て
、
移
送
さ

れ
た
訴
訟
事
件
が
移
送
さ
れ
た
裁
判
所
に
お
い
て
も
訴
訟
手
続
に
よ
っ
て
処
理
さ
れ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
も
の
と
い
わ
な
く
て
は
な
ら

な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
非
訟
事
件
ま
た
は
審
判
事
件
が
訴
訟
事
件
と
し
て
裁
判
所
に
提
起
さ
れ
た
場
合
特
別
の
規
定
の
な
い
限
り
（
例
え
ば
民
事

調
停
法
四
条
家
事
審
判
規
則
一
二
九
条
の
二
等
は
地
方
裁
判
所
よ
り
家
庭
裁
判
所
へ
の
事
件
の
移
送
を
認
め
て
い
る
）
み
だ
り
に
前
示
民
事
訴

訟
法
三
〇
条
を
適
用
な
い
し
準
用
し
て
こ
れ
を
他
の
管
轄
裁
判
所
に
移
送
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。
従
っ
て
、

通
常
訴
訟
手
続
に
し
た
し
ま
な
い
家
事
審
判
法
九
条
一
項
甲
類
二
に
規
定
さ
れ
て
い
る
準
禁
治
産
宣
告
取
消
申
立
事
件
に
つ
い
て
移
送
の
許
さ

れ
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　
し
か
ら
ば
、
右
と
異
な
り
、
地
方
裁
判
所
に
提
起
さ
れ
た
準
治
産
宣
告
取
消
の
訴
訟
を
管
轄
家
庭
裁
判
所
に
移
送
し
う
る
こ
と
を
前
提
と
し

て
第
一
審
判
決
を
取
り
消
し
た
原
審
判
決
は
失
当
と
し
て
破
棄
を
免
れ
な
い
。
そ
し
て
、
準
禁
治
産
宣
告
取
消
の
申
立
は
、
原
審
判
決
判
示
の

と
お
り
、
家
事
審
判
事
項
と
し
て
家
庭
裁
判
所
の
専
属
管
轄
に
属
す
る
か
ら
、
本
件
訴
訟
は
不
適
法
と
し
て
却
下
を
免
れ
ず
、
従
っ
て
本
件
訴
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を
却
下
す
る
と
し
た
第
一
審
判
決
は
当
審
と
埋
由
を
異
に
す
る
が
結
論
を
同
じ
く
す
る
か
ら
、

と
に
な
り
、
こ
れ
を
棄
却
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
」

　
裁
判
官
全
員
に
よ
り
破
棄
自
判
、
控
訴
棄
却
（
奥
野
健
一
、
山
田
作
之
助
、
草
鹿
浅
之
介
、

結
局
被
L
告
人
の
し
た
控
訴
は
理
由
が
な
い
こ

城
戸
芳
彦
、
石
田
和
外
）
。

（2）

婚
姻
費
用
の
分
担
お
よ
び
扶
養
に
関
ず
る
審
判
事
項
を
内
容
と
ず
る
訴
訟
事
件
と
家
庭
裁
判
所
に
対
す
る
移
送
の
可
否

　
　
　
最
高
裁
昭
和
四
四
年
二
月
二
〇
第
一
小
法
廷
判
決

　
　
　
（
昭
和
四
二
年
㈲
第
一
一
九
五
号
離
婚
本
訴
、
離
婚
並
び
に
慰
籍
料
反
訴
請
求
事
件
）
民
集
二
三
巻
二
号
三
九
九
頁

（
棄
却
）

円例評釈（中村）

　
〔
事
実
〕
　
X
男
（
原
告
・
反
訴
被
告
・
控
訴
人
・
被
控
訴
人
・
被
上
告
人
）
と
Y
女
（
被
告
・
反
訴
原
告
・
被
控
訴
人
．
控
訴
人
．
上
告

人
）
は
、
昭
和
三
三
年
八
月
二
日
結
婚
し
、
同
三
四
年
一
二
月
一
日
X
Y
間
に
長
女
A
が
出
生
し
た
。
し
か
し
、
二
人
は
次
第
に
不
仲
に
な

り
、
つ
い
に
同
三
六
年
五
月
五
日
Y
は
A
を
連
れ
て
実
家
に
戻
る
に
至
っ
た
。
A
は
Y
の
許
で
養
育
さ
れ
、
X
も
当
初
Y
宛
に
仕
送
り
を
し
て

い
た
が
、
こ
れ
も
や
が
て
途
絶
え
た
。

　
X
か
ら
Y
に
対
し
民
法
七
七
〇
条
一
項
二
号
、
五
号
に
基
づ
ぎ
離
婚
請
求
の
本
訴
が
な
さ
れ
た
の
に
対
し
、
Y
も
X
に
対
し
同
条
二
号
、
五

号
に
基
づ
き
離
婚
の
反
訴
を
提
起
し
、
併
せ
て
、
Y
を
親
権
者
に
指
定
す
べ
き
こ
と
、
離
婚
に
伴
う
慰
籍
料
、
A
の
扶
養
料
等
を
請
求
し
た
。

第
一
審
は
X
の
離
婚
請
求
を
棄
却
し
、
Y
の
離
婚
請
求
を
認
容
し
た
。
ま
た
A
の
親
権
者
を
Y
と
指
定
し
、
Y
の
慰
籍
料
請
求
、
扶
養
料
請
求

に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
一
部
を
認
容
し
た
。
そ
し
て
、
扶
養
料
認
容
に
あ
た
り
、
次
の
よ
う
に
判
示
し
た
。
コ
兀
来
、
民
法
第
八
七
七

条
な
い
し
第
八
八
○
条
に
規
定
す
る
扶
養
に
関
す
る
処
分
は
、
家
事
審
判
法
第
九
条
第
一
項
乙
類
第
八
号
の
家
事
審
判
事
項
に
属
す
る
も
の
で

あ
る
が
、
離
婚
の
訴
に
付
随
し
て
申
立
て
ら
れ
た
場
合
に
は
、
地
方
裁
判
所
も
こ
れ
を
定
め
う
る
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。
蓋
し
、

人
事
訴
訟
法
第
一
五
条
第
一
、
二
項
の
解
釈
上
か
く
解
し
得
る
の
み
な
ら
ず
、
親
権
者
指
定
と
そ
の
子
に
対
す
る
扶
養
の
問
題
と
は
密
接
な
関
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説ニム
爾j

連
性
を
有
す
る
こ
と
、
当
事
者
に
お
い
て
も
親
権
者
未
指
定
の
状
態
で
子
の
扶
養
に
関
す
る
審
判
の
申
立
を
家
庭
裁
判
所
に
な
す
こ
と
は
要
実

上
困
難
で
あ
り
、
ま
た
地
方
裁
判
所
の
な
し
た
親
権
者
指
定
の
判
決
確
定
後
改
め
て
家
庭
裁
判
所
に
扶
養
の
審
判
の
申
立
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
す
る
な
ら
、
当
事
者
間
に
紛
争
を
再
燃
さ
せ
、
事
後
の
履
行
も
困
難
、
か
つ
円
滑
を
欠
く
に
至
る
で
あ
ろ
う
こ
と
及
び
訴
訟
経
済
と
い

う
実
質
的
理
由
か
ら
も
、
右
結
論
を
肯
認
し
得
る
か
ら
で
あ
る
。
」

　
X
、
Y
双
方
と
も
控
訴
。
控
訴
審
に
お
い
て
、
Y
は
、
同
居
の
さ
い
の
婚
姻
費
用
、
離
婚
に
伴
う
財
産
分
与
を
追
加
請
求
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、

控
訴
裁
判
所
は
、
X
の
控
訴
を
棄
却
し
、
Y
の
各
種
請
求
中
、
親
権
者
指
定
、
慰
籍
料
請
求
、
財
産
分
与
請
求
は
認
め
た
が
、
婚
姻
費
用
お
よ

び
扶
養
料
請
求
に
つ
い
て
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
判
示
し
て
、
そ
の
訴
え
を
却
下
し
た
。
「
一
審
被
告
（
Y
）
は
そ
の
ほ
か
婚
姻
費
用
の
分
担
な

い
し
は
扶
養
料
の
支
払
を
訴
求
し
て
い
る
が
、
こ
れ
等
が
も
と
も
と
家
庭
裁
判
所
の
審
判
事
項
（
家
事
審
判
法
第
九
条
乙
類
三
号
お
よ
び
八
号
）

に
属
し
、
通
常
裁
判
所
の
判
決
手
続
に
服
し
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
も
っ
と
も
、
家
庭
裁
判
所
の
審
判
事
項
で
は
あ
っ
て
も
、
裁
判

上
の
離
婚
に
伴
う
場
合
に
は
親
権
者
の
指
定
、
子
の
監
護
お
よ
び
財
産
分
与
に
つ
い
て
は
、
普
通
裁
判
所
が
必
要
な
処
分
を
な
し
得
る
も
の
と

さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
民
法
第
八
一
九
条
ま
た
は
人
事
訴
訟
手
続
法
第
一
五
条
に
明
文
の
規
定
が
存
す
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
右
の
事

項
は
い
ず
れ
も
離
婚
に
必
然
的
に
付
随
し
、
判
断
の
対
象
も
離
婚
原
因
の
判
断
と
密
接
不
可
分
の
関
係
に
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
右
の
規
定
は
そ

の
趣
旨
で
制
限
的
に
解
す
べ
き
で
あ
っ
て
、
婚
姻
費
用
の
負
担
、
扶
養
料
の
請
求
の
ご
と
く
、
離
婚
の
裁
判
と
同
時
に
判
断
を
受
け
る
こ
と
が

便
宜
で
は
あ
っ
て
も
、
離
婚
と
関
係
な
く
間
題
が
発
生
し
、
判
断
の
対
象
も
一
致
し
な
い
よ
う
な
も
の
ま
で
、
こ
れ
を
拡
張
す
る
こ
と
は
許
さ

れ
な
い
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
一
審
被
告
の
反
訴
請
求
中
こ
の
点
に
関
す
る
部
分
は
不
適
法
で
あ
る
」
。

　
Y
は
上
告
し
、
婚
姻
費
用
、
扶
養
料
の
分
担
を
定
め
る
裁
判
は
、
審
判
の
ほ
か
人
嘉
訴
訟
手
続
に
よ
っ
て
も
な
し
得
る
と
し
、
か
り
に
そ
う

で
な
い
と
し
て
も
、
事
件
を
管
轄
家
庭
裁
判
所
に
移
送
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
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〔
判
旨
〕
　
「
お
よ
そ
、
民
法
七
六
〇
条
の
規
定
に
ょ
る
婚
姻
費
用
の
分
担
額
お
よ
び
同
法
八
七
八
条
、
八
七
九
条
の
規
定
に
ょ
る
扶
養
義



務
者
各
人
の
扶
養
料
分
担
額
に
つ
い
て
、
関
係
当
事
者
間
に
協
議
が
調
わ
な
い
と
き
は
、
家
事
審
判
法
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
従
い
、
家
庭
裁
判

所
が
審
判
に
よ
っ
て
定
め
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
通
常
裁
判
所
が
判
決
手
続
で
判
定
す
べ
き
も
の
で
な
い
こ
と
は
、
当
裁
判
所
の
判
例
と
す
る

と
こ
ろ
で
あ
る
（
最
高
裁
昭
和
四
一
年
㈲
第
七
八
三
号
同
四
二
年
二
月
一
七
日
第
二
小
法
廷
判
決
民
集
二
一
巻
一
号
二
…
二
頁
、
同
四
三
年
㈲

第
四
五
八
号
同
年
九
月
二
〇
日
第
二
小
法
廷
判
決
民
集
二
二
巻
九
号
登
載
予
定
ー
一
九
三
八
頁
参
照
）
。
ま
た
、
家
事
審
判
事
件
が
訴
訟
事
件

と
し
て
、
裁
判
所
に
提
起
さ
れ
た
場
合
に
は
、
特
別
の
規
定
の
な
い
限
り
、
民
訴
法
三
〇
条
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
こ
れ
を
他
の
管
轄
裁
判
所

に
移
送
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
な
い
こ
と
も
当
裁
判
所
の
判
例
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
（
最
高
裁
昭
和
三
五
年
㈲
第
二
九
四
号
同
三
八
年
二
月

一
五
日
第
二
小
法
廷
判
決
民
集
↓
七
号
工
号
一
三
六
四
頁
参
照
）
。
そ
し
て
、
当
該
訴
訟
事
件
が
家
事
審
判
法
九
条
一
項
乙
類
所
定
の
婚
姻

費
用
の
分
担
お
よ
び
扶
養
に
関
す
る
審
判
事
項
を
内
容
と
す
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
こ
れ
と
別
異
に
解
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、

右
と
同
旨
の
見
解
の
下
に
、
上
告
人
の
本
件
婚
姻
費
用
の
分
担
な
い
し
扶
養
料
の
反
訴
請
求
を
不
適
法
と
し
て
却
下
し
た
原
審
の
判
断
は
正
当

で
あ
り
、
所
論
引
用
の
最
高
裁
決
定
〔
最
決
（
大
）
昭
四
〇
・
六
・
三
〇
民
集
一
九
巻
四
号
↓
○
八
九
頁
〕
に
反
す
る
も
の
で
も
な
い
。
原
判
決

に
所
論
の
違
法
は
な
く
、
論
旨
は
採
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
」

　
裁
判
官
全
員
一
致
で
上
告
棄
却
（
岩
田
誠
、
入
江
俊
郎
、
長
部
謹
吾
、
松
田
二
郎
、
大
隅
健
↓
郎
）
。
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判例評釈（中村）

　
〔
批
評
〕
　
ω
ω
の
判
例
と
も
、
そ
の
判
旨
に
反
対
で
あ
る
。

　
一
　
ω
の
判
例
は
家
事
審
判
法
九
条
一
項
甲
類
審
判
事
件
が
、
⑭
の
判
例
は
乙
類
審
判
事
件
が
、
そ
れ
ぞ
れ
訴
訟
事
件
と
し
て
地
方
裁
判
所

に
訴
え
ら
れ
た
場
合
に
つ
き
、
最
高
裁
判
所
が
、
い
わ
ゆ
る
不
適
法
却
下
説
（
後
述
の
消
極
説
）
を
明
確
に
採
用
し
た
リ
ー
デ
ィ
ソ
グ
．
ケ
ー
ス

で
あ
る
。
家
事
審
判
事
件
（
非
訟
事
件
）
が
訴
訟
裁
判
所
に
訴
え
ら
れ
た
場
合
、
そ
れ
を
管
轄
家
庭
裁
判
所
に
移
送
す
べ
ぎ
か
否
か
に
つ
き
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

そ
れ
ま
で
、
下
級
審
に
お
い
て
、
積
極
説
（
移
送
説
）
と
消
極
説
（
不
適
法
却
下
説
）
と
が
対
立
し
て
い
た
が
、
右
の
二
つ
の
最
高
裁
判
決
に

よ
り
、
判
例
は
消
極
説
に
統
一
さ
れ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
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民
事
訴
訟
法
三
〇
条
は
、
本
来
、
訴
訟
裁
判
所
が
訴
訟
を
他
の
訴
訟
裁
判
所
に
移
送
す
る
場
合
に
つ
き
定
め
た
規
定
で
あ
る
。
ま
た
、
家
事
調

停
裏
件
に
つ
い
て
の
調
停
申
立
が
地
方
裁
判
所
ま
た
は
簡
易
裁
判
所
に
な
さ
れ
た
場
合
に
、
こ
れ
を
管
轄
家
庭
裁
判
所
に
移
送
す
べ
ぎ
こ
と
に

つ
い
て
は
民
事
調
停
法
四
条
が
、
家
事
調
停
事
件
以
外
の
調
停
事
件
に
つ
い
て
の
調
停
申
立
が
家
庭
裁
判
所
に
な
さ
れ
た
場
合
に
、
こ
れ
を
管

轄
地
方
裁
判
所
ま
た
は
簡
易
裁
判
所
に
移
送
す
べ
ぎ
こ
と
に
つ
い
て
は
家
事
審
判
規
則
ご
一
九
条
の
二
が
、
そ
れ
ぞ
れ
明
確
に
規
定
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
家
事
審
判
事
件
（
非
訟
事
件
）
が
訴
訟
事
件
と
し
て
地
方
裁
判
所
ま
た
は
簡
易
裁
判
所
に
訴
え
ら
れ
た
場
合
に
、
こ
れ
を
管
轄
家

庭
裁
判
所
に
移
送
す
べ
ぎ
か
否
か
、
ま
た
家
事
審
判
事
件
以
外
の
事
件
（
訴
訟
事
件
）
に
つ
い
て
の
審
判
申
立
が
家
庭
裁
判
所
に
な
さ
れ
た
場

合
に
、
こ
れ
を
管
轄
地
方
裁
判
所
ま
た
は
簡
易
裁
判
所
に
移
送
す
べ
ぎ
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
明
文
の
規
定
が
な
い
。
こ
こ
に
、
学
説
・
判
例

の
対
立
す
る
最
大
の
原
因
が
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。

　
二
　
家
事
審
判
事
件
（
非
訟
事
件
）
が
訴
訟
事
件
と
し
て
訴
訟
裁
判
所
に
訴
え
ら
れ
た
場
合
に
、
こ
れ
を
管
轄
家
庭
裁
判
所
に
移
送
す
べ
ぎ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
ソ

か
否
か
に
つ
い
て
は
、
学
説
は
、
積
極
説
（
移
送
説
）
、
消
極
説
（
不
適
法
却
下
説
）
、
折
衷
説
に
分
か
れ
て
い
る
。

　
積
極
説
の
論
拠
は
、
ω
当
事
者
の
再
手
続
に
よ
る
費
用
・
労
力
・
時
間
等
の
不
経
済
の
軽
減
、
⑰
時
効
中
断
・
期
間
遵
守
の
利
益
の
保
障
、

⑲
移
送
を
同
種
手
続
間
に
限
る
べ
ぎ
だ
と
い
う
論
理
的
要
請
は
存
し
な
い
こ
と
、
口
訴
訟
事
件
と
非
訴
訟
事
件
の
本
質
的
区
別
は
困
難
で
あ

り
、
形
式
的
に
非
訟
事
件
手
続
に
ょ
る
べ
き
事
件
だ
と
い
う
こ
と
を
理
由
に
移
送
を
拒
否
す
る
の
は
不
当
で
あ
る
こ
と
等
で
あ
る
。
こ
れ
に
対

し
、
消
極
説
の
論
拠
は
、
ω
民
訴
法
三
〇
条
の
移
送
は
同
種
手
続
間
に
限
ら
れ
る
べ
き
こ
と
、
＠
異
種
手
続
間
に
移
送
を
認
め
る
と
、
当
薯
者

の
取
扱
い
や
訴
訟
費
用
の
負
担
等
に
支
障
が
あ
る
こ
と
等
で
あ
る
。
折
衷
説
は
、
家
事
審
判
事
件
ひ
い
て
は
広
く
非
訟
事
件
を
真
正
非
訟
躰
件

と
真
正
訴
訟
事
件
に
分
か
ち
、
後
者
に
つ
い
て
の
み
移
送
を
認
め
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
論
拠
は
、
真
正
訴
訟
事
件
は

法
律
に
ょ
り
形
式
上
非
訟
手
続
に
ょ
る
べ
き
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
る
に
過
ぎ
ず
（
形
式
的
非
訟
事
件
）
、
実
質
的
に
は
訴
訟
事
件
で
あ
る
か

ら
、
こ
の
移
送
を
認
め
て
も
、
異
種
手
続
間
に
存
す
る
よ
う
な
手
続
上
の
障
害
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
民
調
法
四
条
や
家
審
規
則
一
二
九
条
の
二
の
移
送
は
、
た
し
か
に
調
停
手
続
相
互
閻
に
認
め
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
同
種
手
続
間
に
限
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定
し
て
い
る
も
の
の
如
く
で
あ
る
が
、
民
調
法
四
条
に
ょ
る
移
送
後
の
手
続
が
審
判
手
続
に
移
行
す
る
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
よ
う
に
断
定
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
折
衷
説
は
、
非
訟
事
件
、
訴
訟
事
件
の
区
別
の
困
難
性
や
そ
の
間
の
流
動
化
傾
向
を
そ
の
ま
ま
学
説
の
中
に
と
り
込
む
形

に
な
っ
て
お
り
、
同
種
手
続
間
の
移
送
の
容
認
と
い
う
こ
と
に
拘
泥
し
て
い
る
点
で
は
、
消
極
説
と
同
列
で
あ
る
。

　
三
　
消
極
説
の
い
う
、
異
種
手
続
間
に
移
送
を
認
め
た
場
合
の
手
続
上
の
障
害
は
、
克
服
し
が
た
い
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
二
当
事
者
対
立
の
訴
訟
手
続
か
ら
非
対
立
の
非
訟
手
続
へ
の
移
行
は
、
甲
類
家
事
審
判
事
件
が
訴
訟
事
件
と
し
て
訴
訟
裁
判
所
に
訴
え
ら
れ
、

そ
れ
が
家
庭
裁
判
所
に
移
送
さ
れ
た
場
合
に
起
こ
る
が
、
本
来
の
管
轄
裁
判
所
で
あ
る
家
庭
裁
判
所
に
担
当
さ
せ
る
の
が
当
然
で
あ
り
、
こ
の

よ
う
な
場
合
、
窓
口
処
理
に
よ
り
か
な
り
の
程
度
事
前
規
制
が
可
能
で
あ
り
、
事
後
の
場
合
で
も
、
受
送
裁
判
所
が
訴
状
を
中
立
書
に
補
正
さ

せ
る
こ
と
で
足
り
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
乙
類
事
件
の
場
合
は
、
二
当
事
者
対
立
の
実
質
は
変
ら
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
移
送
前
の
原
告
・

被
告
を
移
送
後
に
申
立
人
・
相
手
方
に
補
正
さ
せ
る
こ
と
で
足
り
る
と
思
わ
れ
る
。

　
手
続
費
用
に
つ
い
て
は
、
移
送
前
の
訴
訟
費
用
と
移
送
後
の
審
判
費
用
を
如
何
に
処
理
す
べ
き
で
あ
る
か
が
間
題
に
な
る
が
、
民
訴
法
一
〇

四
条
の
類
推
適
用
を
認
め
、
受
送
裁
判
所
が
一
括
処
理
す
る
こ
と
で
、
手
続
上
の
支
障
は
除
き
得
る
程
度
の
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

　
移
送
前
の
手
続
の
拘
束
力
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
、
そ
れ
を
否
定
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
訴
訟
裁
判
所
相
互
間
の
移
送
に
お
い
て

も
、
管
轄
違
い
に
よ
る
移
送
の
場
合
に
は
、
移
送
裁
判
所
に
お
け
る
審
理
は
無
効
と
な
り
、
受
送
裁
判
所
は
審
理
を
や
り
な
お
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
の
が
多
数
説
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
訴
訟
経
済
に
反
す
る
よ
う
な
場
合
で
も
移
送
は
認
め
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
弁
論

主
義
の
支
配
す
る
訴
訟
手
続
か
ら
職
権
探
知
主
義
の
支
配
す
る
非
訟
手
続
に
移
行
す
る
場
合
は
、
な
お
さ
ら
の
こ
と
、
移
送
前
の
審
理
の
拘
束

力
は
、
原
則
と
し
て
否
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
民
事
訴
訟
法
三
二
条
は
、
　
「
移
送
ノ
裁
判
ハ
移
送
ヲ
受
ケ
タ
ル
裁
判
所
ヲ
騰
束
ス
。
移
送
ヲ
受
ケ
タ
ル
裁
判
所
ハ
更
二
事
件
ヲ
他
ノ
裁
判
所

二
移
送
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ス
」
と
規
定
し
て
い
る
。
移
送
説
（
積
極
説
）
に
立
っ
た
場
合
、
移
送
裁
判
所
の
行
っ
た
事
件
の
性
質
を
審
判
事
件
と

す
る
判
断
は
受
送
裁
判
所
を
拘
束
す
る
で
あ
ろ
う
か
。
移
送
裁
判
所
が
審
判
事
件
と
判
断
し
て
も
、
受
送
裁
判
所
が
こ
れ
と
異
な
る
判
断
を
す
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闇
二
口

る
こ
と
は
許
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
判
断
の
矛
盾
は
抗
告
裁
判
所
に
よ
っ
て
調
整
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
移
送
決
定
に
対
す
る
即
時

抗
告
に
つ
き
抗
告
裁
判
所
が
し
た
抗
告
棄
却
の
裁
判
は
、
争
件
が
審
判
事
件
で
あ
る
こ
と
に
つ
き
受
送
家
庭
裁
判
所
を
拘
束
し
、
家
庭
裁
判

所
が
審
判
事
件
で
は
な
い
と
し
て
審
判
申
立
を
却
下
し
た
審
判
に
対
す
る
抗
告
に
つ
き
抗
告
裁
判
所
の
し
た
抗
告
棄
却
の
裁
判
は
、
事
件
が
訴

訟
事
件
で
あ
る
こ
と
に
つ
き
訴
訟
裁
判
所
を
拘
束
す
る
。
抗
告
裁
判
所
が
高
等
裁
判
所
で
あ
る
と
ぎ
は
、
原
審
た
る
下
級
審
は
拘
束
さ
れ
る
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
レ

原
審
で
な
い
下
級
審
も
拘
束
さ
れ
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。

　
四
　
本
人
訴
訟
主
義
を
原
則
と
す
る
わ
が
裁
判
制
度
の
下
に
お
い
て
は
、
管
轄
違
い
の
訴
え
な
い
し
は
申
立
が
な
さ
れ
る
こ
と
は
避
け
難
い
。

特
別
法
に
ま
で
わ
た
る
管
轄
に
つ
い
て
の
規
定
を
正
確
に
埋
解
す
る
こ
と
は
、
素
人
は
お
ろ
か
法
律
の
玄
人
に
と
っ
て
も
困
難
な
場
合
が
少
な

く
な
い
。
家
事
審
判
法
九
条
一
項
の
甲
類
事
件
・
乙
類
事
件
の
分
類
基
準
も
必
ず
し
も
明
確
と
は
言
い
難
い
、
更
に
は
、
広
く
、
訴
訟
事
件
．

非
訟
雰
件
の
境
界
は
い
よ
い
よ
暖
昧
と
な
り
、
そ
の
聞
の
流
動
化
傾
向
は
進
む
ば
か
り
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
に
お
い
て
は
、
裁
判

所
は
、
当
皐
老
の
管
轄
違
い
の
訴
え
な
い
し
は
申
し
立
て
を
冷
酷
に
不
適
法
却
下
す
る
の
で
は
な
く
、
移
送
に
よ
る
懇
切
な
整
序
が
あ
っ
て
し

か
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
折
衷
説
、
消
極
説
は
妥
当
で
な
く
、
審
判
申
立
期
間
の
定
め
の
有
無
に
拘
ら
ず
、
広
く
移
送
を
認
め
る

積
極
説
に
左
祖
し
た
い
。
も
と
よ
り
立
法
的
整
序
が
な
さ
れ
る
の
が
望
ま
し
い
の
で
は
あ
る
が
、
民
訴
法
三
〇
条
は
、
民
調
法
四
条
や
家
審
規

則
一
二
九
条
の
二
の
よ
う
な
明
文
の
規
定
が
な
い
場
合
に
も
、
広
く
類
推
適
用
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
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（
1
）

（
2
）

　
積
極
説
を
と
る
も
の
と
し
て
は
、
仙
台
高
判
昭
和
三
一
・
一
二
．
二
五
干
民
集
七
巻
ご
一
号
一
、
入
Ω
、
一
頁
、
本
件
ω
事
件
の
腺
審
た
る
大
阪
高
判
昭
和

一
』
四
・
一
二
』
八
下
民
集
～
O
巻
二
一
号
二
六
五
皿
頁
等
か
あ
り
、
消
極
説
を
と
る
も
の
と
し
て
は
、
宮
崎
地
判
昭
和
二
九
．
一
二
．
七
下
民
集
五
巻

一
．
一
号
一
九
八
八
頁
、
京
都
地
判
昭
和
、
二
五
・
一
二
二
六
下
民
集
二
巻
］
二
号
、
一
六
六
、
二
頁
、
宮
崎
地
都
城
支
判
昭
利
、
蓋
・
九
．
．
一
九
判
タ
一
一

〇
号
九
〇
頁
、
福
聞
高
決
昭
和
、
二
二
．
八
．
一
一
．
一
高
民
集
一
〇
巻
五
号
三
四
ヒ
頁
な
ど
が
あ
る
。

　
積
極
説
と
し
て
は
、
山
木
戸
克
己
「
判
批
」
民
商
五
、
巻
祥
与
一
、
一
四
頁
、
鉛
木
正
裕
「
判
批
」
民
商
六
一
、
巻
一
号
し
○
頁
、
細
谷
浩
司
「
判
批
」
政
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一175一

　
　
終
論
叢
一
九
巻
．
．
号
ヒ
七
頁
、
五
十
部
豊
久
「
解
説
」
民
訴
判
例
伯
選
一
六
頁
等
か
、
消
極
説
と
し
て
は
鈴
木
忠
一
『
非
訟
事
件
の
裁
判
の
既
判
ヵ
』
一

　
　
し
頁
、
宮
井
忠
大
「
研
究
」
同
志
社
法
学
八
、
五
号
し
九
．
貞
、
市
川
四
郎
「
家
事
審
判
と
、
訴
訟
」
岩
松
還
歴
、
記
念
・
訴
訟
と
裁
判
七
｝
三
頁
等
が
、
折
衷
説

　
　
と
し
て
は
中
村
英
郎
「
判
批
」
判
評
六
九
号
八
頁
（
同
『
判
例
民
恒
訴
訟
研
究
』
五
六
頁
）
、
．
石
川
明
「
非
訟
喜
件
の
定
型
分
類
」
法
学
研
究
二
巻
四

　
　
号
二
六
二
頁
等
が
あ
る
。

（
3
）
　
小
山
昇
「
解
説
」
民
訴
判
例
汀
選
（
策
一
一
版
）
、
．
一
』
一
頁
参
照
。


